
 

 

 
 

 

 
吹
田
市
「平
和
の
塔
」祈
念
献
花
式 

80
年
の
誓
い 
核
兵
器
廃
絶
と
未
来
へ
の
希
望 

２
０
２
５
年
7
月
12
日
、
Ｊ
Ｒ

吹
田
駅
前
の
さ
ん
く
す
夢
広
場
に

て
吹
田
市
「
平
和
の
塔
」
祈
念
献

花
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

献
花
式
は
、
広
島
と
長
崎
の
被
爆

者
を
追
悼
し
、
平
和
を
希
求
す
る

吹
田
市
民
の
思
い
を
象
徴
す
る

「
平
和
の
塔
」
の
も
と
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
冒
頭
で
は
、
吹
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
で
あ
り
、
祈

念
献
花
式
実
行
委
員
長
の
櫻
井
和

子
氏
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。
広
島
と
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
か
ら
80
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
、
多
く
の
犠
牲
者
と
今
も
続
く
被
爆
者
の
苦
し
み
に

深
く
思
い
を
寄
せ
ま
し
た
。
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を

強
く
願
う
と
と
も
に
、
平
和
の
塔
の
も
と
で
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
す
る
決
意
を
表
明
。
世
界
に
1
万
2
千
発
を
超
え
る
核
兵
器
が

存
在
し
、
各
地
で
紛
争
が
拡
大
す
る
現
状
に
言
及
し
つ
つ
も
、
核
兵

器
廃
絶
を
求
め
る
国
際
的
な
動
き
、
特
に
２
０
２
１
年
発
効
の
核
兵

器
禁
止
条
約
が
多
く
の
国
に
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。

吹
田
市
で
立
ち
上
げ
た
580
名
が
参
加
す
る
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
平
和
へ
の
思
い
を
広
島
・
長
崎
へ
届
け
る
取
り
組
み
を

紹
介
。
こ
の
塔
が
平
和
と
戦
争
の
悲
惨
さ
を
世
代
を
超
え
て
伝
え
続

け
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
の
転
機
と
な
る
よ
う
、
平
和
で
強
い
社

会
を
築
く
こ
と
へ
の
市
民
の
協
力
と
努
力
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。 

ま
た
吹
田
市
長
の
後
藤
圭
二
氏
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
長
の
矢
野

伸
一
郎
氏
ら
多
数
の
来
賓
が
出
席
し
ま
し
た
。
市
長
は
吹
田
市
が
主

催
し
た
平
和
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
触
れ
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
か
ら
80
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
と
い
う
節
目

の
年
に
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
へ
「
記
憶
」
で
は
な
く
「
記
録
」

を
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
紛
争
の
根
源

は
社
会
の
不
満
を
悪
用
す
る
扇
動
者
に
あ
る
と
指
摘
し
、
市
民
が
社

会
の
動
向
に
注
視
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
矢
野
議
長

も
、
各
地
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
で
紛
争
が
続
く
現
状
と
核
戦
争
の

脅
威
が
高
ま
る
世
界
情
勢
に
触
れ
、
戦
争
の
な
い
日
々
を
過
ご
し
て

き
た
日
本
が
核
兵
器
の
脅
威
が
高
ま
る
現
代
に
お
い
て
、
被
爆
国
と

し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
、
平
和
の
尊
さ
と
戦

争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
ぐ
意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。 

参
加
者
た
ち
は
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ

キ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ウ
ォ
ー
、
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
ノ
ー
モ

ア
・
核
兵
器
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
共
有
し
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
で

豊
か
な
世
界
を
目
指
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
吹
田
市

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
未
来
へ
向
け
て
広
島
・
長
崎
両
市
の
平
和

記
念
公
園
に
掲
げ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
表
さ
れ
、
世
代
を
超
え
て
平

和
へ
の
願
い
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
献
花
式
は
、
吹
田
市
民
が
平
和
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る

場
と
な
り
ま
し
た
。 

く
ら
し
応
援
福
袋
配
布
・
な
ん
で
も
相
談 

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
前
の
さ
ん
く
す
広
場
で
開

催
さ
れ
た
「
く
ら
し
応
援
福
袋
配
布
」
と
、

吹
田
市
勤
労
者
会
館
で
並
行
し
て
「
な
ん

で
も
相
談
」
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
へ
の

支
援
と
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
「
く
ら
し
応
援
福
袋
配
布
会
」

で
は
、
100
セ
ッ
ト
の
福
袋
が
準
備
さ
れ
ま

し
た
。
事
前
の
チ
ラ
シ
配
布
が
功
を
奏
し
、

30
人
近
く
が
配
布
開
始
前
か
ら
整
理
券
を

求
め
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
お
米
が
入
っ
て
い
て

嬉
し
い
」
「
雑
貨
も
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
喜
び
の
声
が

聞
か
れ
、
福
袋
は
好
評
の
う
ち
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
福
袋
の
配
布

と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
政
治
や
選
挙
に
関
す
る
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
「
こ
の
ま
ま
黙
っ
て
い
た
ら
だ
め

だ
」
と
市
民
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。 

勤
労
者
会
館
で
行
わ
れ
た
「
な
ん
で
も
相
談
」
で
は
、
予
約
と
飛

び
込
み
の
計
10
名
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。
内
容
は
多
岐
に
わ

た
り
、
生
活
保
護
、
相
続
、
知
人
と
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
高
齢
者
向

け
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
い
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
具
体
的
な
困

り
ご
と
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
相
談
者
は
日
頃
の
悩
み
や
伝
え

た
い
こ
と
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
こ
と
へ
の
苦
悩
を
打
ち
明
け
ま

し
た
。
具
体
的
な
問
題
解
決
に
至
ら
な
く
て
も
、
自
分
の
気
持
ち
を

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
場
に
も
な
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。 

次
回
は
9
月
13
日
に
南
千
里
の
マ
ル
タ
ス
広
場
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。 

 

伝
言
板 

収
支
内
訳
書
提
出
依
頼
返
還
行
動 

7
月
24
日
（
木
）
19
時
00
分 

吹
田
民
商
1
階 

7
月
25
日
（
金
）
14
時
00
分 

勤
労
者
会
館 

大
阪
国
税
局
よ
り
届
い
た
提
出
依
頼
の
文
書
を
返
還
し
ま
す
。 

 

吹
田
民
商
青
年
部 

経
営
学
習
交
流
会 

た
っ
た
一
人
を
大
切
に
す
る
経
営
分
析 

7
月
29
日
（
火
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

役
員
の
報
告
か
ら
一
緒
に
経
営
分
析
を
学
び
ま
す
。 

 

第
35
回
中
小
商
工
業
全
国
交
流
研
究
集
会 

個
人
参
加
費
（
１
人
３
５
０
０
円
、
学
生
１
人
２
０
０
０
円
） 

日
時 

9
月
5
日
、
6
日
、
7
日
、
12
日
、
13
日
、
14
日 

申
込
期
限 

8
月
8
日
（
金
）
ま
で 

➢
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
基
礎
講
座
・
分
科
会
等 


 

業
種
別
・
課
題
別
の
13
分
科
会 


 

小
規
模
企
業
振
興
と
経
営
の
工
夫
を
パ
ネ
ル
で
討
論 


 

基
礎
か
ら
分
か
る
経
営
計
画
作
り 

主
催 

第
23
回
中
小
商
工
業
全
国
交
流
・
研
究
集
会 

実
行
委
員
会 

詳
細
は
裏
面
に
、
申
し
込
み
は
吹
田
民
商
ま
で
お
問
合
せ
を 


